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低��症候群は, 心筋梗塞・糖尿病・重篤な感
染症など体力的に消耗しうる重篤な疾患において
時に認められる状態である )｡ 甲状腺ホルモンで
あるサイロキシン (�!) が活動性のあるトリイ
オドサイロニン (��) に変換されず, 生物活性
のほとんどないリバース��("�#�) に代謝され
ていくために生ずる病態である｡ 一般にこの状態
を認めた場合には, 何らかの重篤な疾患が存在し

ている場合があり, その治療を行うことにより,
臨床症状の改善とともに低��状態からも離脱す
る｡ また, 神経性食思不振症など体重減少をきた
すような疾患においても低��症候群は認められ,
若年女性の場合には無月経となることもよく知ら
れている｡ 今回体重減少と無月経を主訴に治療さ
れていた症例に対して, 内分泌学的精査により中
枢性甲状腺機能低下症と診断した症例を経験した｡
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症例は,  $歳代後半の女性｡ 主訴は, 全身倦怠
感, 体重減少, 続発性無月経, 活動性の低下であ
る｡ 家族歴に甲状腺疾患はない｡ 既往歴にも特記
すべきものはない｡ 元来活発な性格であり, 部活
動なども積極的に参加していた｡ 体重を落とすよ
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当初低��症候群と診断されていた $歳台女性例を経験した｡ 心療内科での加療でも改
善しなかったために, 内分泌学的に精査を行った｡ ラトケのう胞の合併とともに, 中枢性
甲状腺機能低下症が認められた｡ �56に対する�76の低反応, 下垂体859検査でのラ
トケのう胞の存在から診断した｡ 甲状腺ホルモン剤による補充療法にて全身状態の著明な
改善を認め, 当初認められていた無月経なども改善した｡ 中枢性甲状腺機能低下症に低
��症候群を伴い, 甲状腺ホルモン剤が著明に奏効した症例であった｡
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